
イの創設｡節53回El本人鞘学会大会 (1999年

11月,八王子)｡AnthropologicalScience

108(1):92.

9)片山一道 (2000)近扱地方の 弥̀生人'｡シ

ンポジウム ｢池上曽根追跡からの新視点 :弥生

時代の人 ･社会 ･風土｣(2000年2月､大阪)｡

シンポジウムfl料典pp.63-67.

10)片山一道 (2000)カマン ･カレホユツク､

アッシリア植民時代の受焼人骨を研究すること

の意義｡第10回トルコ調査研究会(2000年3月､

火双)｡

ll)菊池泰弘 ･添田横 (1999)ニホンザルにおけ

る幌骨断面の特性値について｡第53回日本人

机学会大会(1999年11月,八王子)｡

12)松本洋明 ･片山一道 (1999)天理市長等追跡

から出土した弥生時代の人骨について :人骨の

保存方法と役所｡耶16回日本文化財科学会大

会 (1999年6月,奈良).研究発表要旨処pp.

202-203.

13)松村秋芳 ･高橋裕 ･菊池正嘉 ･西村剛 ･桁田

税 (1999)チンパンジー大腿部運動器の機能形

態学的分析｡第53回日本人類学会大会 (1999

年11月,八王子)｡

14)伸谷英夫 ･三枝春生 ･BenjavunRatanasthien･

長岡信治 ･田中坦志 ･図松塁 ･鍔本武久(2000)

タイ北部の中新世噴乳較動物相(予報)｡日本古

生物学会2000年年会(2000年1月､東京)｡

15)中務六人 ･石田英突 ･団松豊 ･中野良彦

(1999)ケニヤ北部.ナチョラから発掘された

大型類人猿の全身骨格｡第53回日本人軌学会

大会 (1999年11月､八王子)｡Anthropological

Science108(ll92.

16)高椅裕 ･松村秋芳 ･浜田穣 (1999)チンパ

ンジー横隔膜はヒト型?サル型?第53回日本

人斯学会大会 (1999年 11月､八王子)｡

AnthroplogicalScience108(1):95.

集団退伝分野

庄武孝苑 ･川本 芳 ･平井啓久1)

<研究概要>

A)ニホンザルの災田近伝学的研究

川本 芳 ･庄武草花

日本列島全域にみられるミトコンドリア

DNAの地理的変兄を調査し､Dループ細域の塩

基配列の比較を進めた｡狩られた結果を,宮崎市

で開催された第15回日本霊長類学会大会で発表

した｡また､共同利用研究において糞および古骨

DNAの分析により束北地方北上山地のニホンザ

ルの迫伝的特性を調査した｡

和歌山県で生じたニホンザルとタイワンザル

の交雑を調査し.宮崎市で開催された第15回日

本霊長類学会大会および名古屋市で開催された日

本柄乱切学会1999年度大会で経過を報告した｡

B)Macaca屑サルの系統関係

PerwitasariゼarajallahDyah2)･

川本 芳 ･庄武孝菰

インドネシアのスンダ島幌地域のカニクイザ

ルにみられる血液蛋白およびミトコンドリア

DNAの変先に関する研究を印刷公式した.また.

スマトラ島南部のタブアン島のカニクイザルの迫

伝的特性について､宮崎巾でPTl催された耶15回

日本霊長郡学会大会で発表した｡

C)ヒヒ軒の柚分化に関する狐田近伝学的研究

庄武孝菰 ･川本 芳

大地満印で附黙されているエチオピアのゲラ

ダヒヒ集団間の迫伝的分化を調査するため､ミト

コンドリアDNAの塩衣配列を比較した.得られ

た結果を.宮崎市で開催された耶15回El本霊長

類学会大会で発鼓した｡また､文部懲科学研究費

によりアラビア単品のサウジアラビア､オマーン

でマントヒヒの捕兜調査ならびに分布調査をおこ

なった｡

D)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

郷 康広2)･平井啓久 ･川本 芳 ･

小山直樹3)･平井百合子4)

アフリカ地域研究賃料センターとの共同研究

で.マダガスカル国に生息する原猿類に関する調
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盃を進めている｡今年度は南部のペレンティ保護

区に生息するワオキツネザル､ブラウンキツネザ

ルの捕捜調査をおこなった｡また､チンバザザ勤

地物閲のRakotoarisoaGilbert氏をCOE外国人

研究nとして招哨し､マダガスカル国におけるア

イアイの遺伝的特性.地域分化の共同研究をおこ

なった｡さらに､PRINS法によりテロメア特異

反役配列のゲノム内分布をマダガスカル産原猿類

で比較した｡得られた結果を､宮崎市で開催され

た苅15回日本霊長類学会大会で発表し､論文と

して公鼓した｡

E)ツパイ類の集団遺伝学的研究

川本 芳 ･平井百合子4)･平井啓久 ･庄武孝義

今年度はタイ南部で野外調査を実施し.同所

的に生息すると予想される2タイプのコモンツパ

イについて形態,染色体､分子の諸形質の比較分

析をおこなった｡

F)サバンナモンキーの集団遺伝学的研究

嶋田 誠5)･庄武孝義

サバンナモンキーの地域集団間 ･亜種間分化

について､aeu]L'oDS亜種内で発見されていたミト

コンドリアDNAのハブログループ間の分子系統

的な正光は､亜種間の差晃に匹敵する大きさであ

ることを約15回日本霊長類学会大会で発表し､

的文軌範中である｡また､タンパク質変異とミト

コンドリアDNA変異を用いた一連の研究に対し､

日本ナイル ･エチオピア学会高島質を受賞し.受

fl王港抗を行った｡

G)家畜化現象と家畜系統史の研究

庄武孝義 ･川本 芳

在来家畜とそれらの野生原種の野外調査に

よって､家畜化現象そのものの集団遺伝学的解明

と各種家畜の集団間近伝分化､系統的相互関係の

解明を行いつつある｡今年度はタイの猫の毛色変

異の観察結果を集計し､報告書を公表した｡

H)霊長類の染色体進化に関する分子細胞迫伝学

的研究

平井啓久 ･郷 康広2)･平井百合子4)

ヒト上科､マダガスカル原猿類､ツパイ類の

テロメアおよびリボソームRNA迫伝子の局在部

位を検出し､その分布様式から染色体分化の機構

を考察した｡その一部は論文および科学研究費研

究成果報告書として報告した｡

Ⅰ)霊長類の集団細胞遺伝学的研究

平井啓久 ･川本 芳 ･

郷 康広2) ･平井百合子4)

昨年に引き続き日本各地のニホンザルの血液

サンプルから､染色体標本を作製し､リボソーム

DNAにおける重複多型の地理的分布を分析した｡

特に今年度は幸島集団の染色体変異解析を中心に

行った｡

∫)霊長類の減数分裂の特性に関する研究

平井啓久 ･松林清明6)

チンパンジー､アカゲザル､およびフサオマ

キザルの雄の精細管から減数分裂の染色体標本を

作製し､キアズマ部位とヘテロクロマチンの位匠

的関係並びにキアズマ頻度を検出した｡その結果

は科学研究費補助金研究成果報告書として報告し

た｡

<研究業法>

論文

一英文-

1)Endo,H,CuisirLJーNadee,N.Nabhitabhata.

LSuyanto.A.,Kawam oto,YーNishida.T.&

Yamada,∫.(1999)Geographicvariationof

theskullmorphologyofthecommontree

shrews(TupaLagJL'S).JournalofVeterinary

MedicalSciences61:1027-1031.

2)Go.Y.,Rakotoarisoa,G.,Kawamoto,Y.,

Randrianjafy,A..Koyama,N.&Hirai,H.

(2000)PRINSanalysisofthetelomeric

sequenceinsevenlemurs.Chromosome

Research8:57-65.

1)2000年1月1日付､人類進化モデル研究セン

ター助教授に昇任

2)大学院生

3)京大アフリカ地域研究資料センター

4)COE研究支援推進員

5)COE非常勤研究員

6)人類進化モデル研究センター
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3)Hirai.H.&Umetsu.K.(1999)Preferable

mitogenicityofbeetlelectれ alloA.forthe

bloodcellcultureofmacaquesandits

influenceonapoptosis.Primates40(4):
597-606.

4)Hirai.H.,Taguchi.T.&Godwin.A.K.

(1999)Genomicdifferentiationof18S

ribosomalDNAandbeta-satelliteDNAin

thehominoidanditsevolutionaryaspects.

ChromosomeResearch7(7):531-540.

5)Imai.H.TqWada,M.Y..Hirai.H..Matsuda

Y.andTsuchiya,K.(1999)Cytological,

geneticandevolutionaryfunctionsof

chiasmatabasedonchiasmagraphanalysis.

JournalofTheoreticalBiology198(2):
239-257.

6)Mwenda.∫.M..Shotake.T,Yamamoto.T.

Uchihi,氏.,Bambra.C.S.&Katsumata.Y.

(1999)DNA typingofprimatemajor

histaompatibilitycomplex(Mhc)-DQAllocus

byPCRanddotblothybridization.Cellular

andMolecularBiology45(8k124911256.

7)Okam oto,S,Tsunekawa,N,Kawamoto.Y.

WoravmL氏,Kawabe,K.Maeda.Y.&Nishida.

T.(1999)Bloodproteinpolymorphismsof
nativefowlsinLaos.Asian-Australian

JournalofAnimalSciences12:101I-1014.

8)Perwitasariゼarajallah,D..Kawamoto.Y.

&Suryobroto,B.(1999)Variationinblood

proteinsandmitochondrialDNAwithin

andbetweenlocalpopulationsoflongtail

macaques,MacacaFascL'cuLat-lsonthe

islandofJava.Indonesia.Primates40(4):
58ト595.

9)Shimada.M.K.(2000)Geographic
distribution ofmitochondrialDNA

variationsamonggrivet(CeTCOPJ'thecus

aethL'opsaethJ'ops)DOPulationsincentral

Ethiopia.International Journal of

Primatology21:113-129.

-和文-

1)川本芳 ･白井啓 ･荒木伸一 ･前野恭子(1999)

和歌山県におけるニホンザルとタイワンザルの

混血の郡例｡霊長現研究15(l):53･60.

報告 ･その他

一英文-

1)Nozawa.K..Kawamoto,Y.,Okada,Y..

Nishibori,M..Mannen.H..Yamamoto,Y.,

Namikawa,T..Kurosawa.Y.&Bouahom,

B.(2000)Morph0-genetictraitsandgene

frequenciesoftheLaocat.Reportofthe

SocietyforResearchesonNativelivestock
18:179-184.

-和文-

1)平井啓久 (1999)染色体内構成ヘテロクロマ

チンの分化を標識としたヒト上科の進化｡平成

8-10年度文部省科学研究費補助金基盤研究 (B)

(2)研究成果報告審pp.1-69.研究代表者 :平

井啓久｡

2)川本芳(1999)迫伝子変異からみたニホンザ

ルの成立と分布域の展開｡平成8-10年度文部

省科学研死花補助金基盤研究(C)(2)研究成果報

告四75pp.研究代表者 :川本方｡

3)川本労(1999)迫伝子から見た金串山のサル

の特徴.宮城県のニホンザル 11:19-27.

4)川本芳 ･野将排(2000)タイの猫の毛色多

型｡在来家市研死会和缶18:217-223.

5)野摺鎌 ･庄武草花 ･伊 藤悦一 ･川本芳

(1999)正白多311による日本在来馬の起源に関

する研究..HipI氾philc5:1-16.

6)野将誹 ･前田方舟 ･長谷川洋子 ･川本芳

(2000)日本猫の毛色などの形印に見られる迫

伝的多型一 節3回処計結果の和岱-｡在来家

畜研究会報告 18:225-268.

7)嶋田誠 (1999)グリベットモンキーが辿って

きた道｡Biohistory季刊生命誌 7:12-13.

学会発表等

一英文-

1)Hirai.H.(1999)Molecularcytogenetics
on chromosomaldifferentiation in

schistosomes.WHO/UNDP/WorldBank

SchL'stosomaGenomenetworkmeeting

1999(Apr.1999,Cambridge,UK).

2)Perwitasari-FarajallahD,Kawamoto,Y.,

Kyes,R.C.,Lelana.R.P.A.&Suryobroto.

B.(1999)Geographic variation of

mitochondrialDNAinIndonesialongtail
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macaques(MacacafascL'cuJaTJ'S):The

populationofTabuanIslandandits

relationshiptothemainlandpopulations.

15thAnnualMeetingofPrimateSocietyof

Japan(June1999,Miyazaki).Primate

Research15(3):429.

3)Shimada,M.K.(1999)Astudyplanof

geneflowbetweenChimpanzeegroupat

Bossouandothers.COBInternational

Symposium ーEvolutionoftheApesand

theOriginoftheHumanBeings''(Nov.

1999,Inuyama).Program&Abstractsp.
59.

-和文-

1)浅田陽子 ･川本芳 ･寺尾忠治 (1999)ヒト

IgGサブクラス (IgGl,IgG2,IgG3.IgG4)に

対する各種霊長類血柄中のIgGとの反応性｡第

15回日本霊長類学会大会 (1999年6月､宮

崎)｡霊長類研究15(3):428.

2)郷山王広 ･平井啓久 ･川本芳･G.Rakot∝lrisoa･

ARandTiardy･小山直樹(1999)マダガスカ

ル産原始琉染色体におけるテロメア配列の分布

特仕｡苅15回日本霊長放学会大会(1999年6月.

宮崎)｡霊長類研究 15(31.418.

3)平井啓久 (1999)ヒト上科におけるrDNAと

ベータサテライ トDNAのゲノム内拡散｡第15

回日本霊長琉学会大会 (1999年6月､宮崎)｡

霊長抗研究 15(3):422.

4)川本芳(1999)ミトコンドリアDNA変異か

らみたニホンザルの地域分化｡第15回日本霊

長Wl学会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長類研

究 15(3):430.

5)川本芳 (1999)和歌山県におけるニホンザ

ルとタイワンザルの混血に関する遺伝学調査｡

日本晴乳類学会1999年度(名古屋)大会 (1999

年10月､名古屋)｡プログラム ･講演要旨集 p.

48.

6)川本芳 ･野揮謙 ･河連弘太郎 ･前田芳斉

(1999)在来馬集団のミトコンドリア迫伝子D

ループ街域の多様性｡約96回日本畜産学会大

､会 (1999年10月､鹿児島)｡講演要旨張p.6.

7)河逸弘太郎 ･川本芳 ･野揮謙 ･久保田洋子 ･

岡本新 ･田浦悟 ･前田芳賓 ･西中川駁 (1999)

在来馬集団のミトコンドリア遺伝子細 hmme-b

領域の多様性｡第96回 日本畜産学会大会

(1999年10月､鹿児島)｡講演要旨集p.62.

8)森光由樹 ･泉山茂之 ･川本芳(1999)中部山

岳地方のニホンザル地域個体群の保護管理を目

的とした迫伝的モニタリング法の検討と応用｡

第15回日本霊長類学会大会(1999年6月､宮

崎)｡霊長類研究 15(3):441.

9)嶋田誠 ･庄武孝義 (1999)ミトコンドリアD

NAより見たサバンナモンキーの地域免田間分

化｡第15回日本霊長類学会大会 (1999年6月､

宮崎)｡霊長類研究 15(3):454.

10)嶋田誠(1999)エチオピアにおけるグリベッ

トモンキーの集団遺伝学的研究 (高島TE受Tf記

念講演)｡日本ナイル ･エチオピア学会｡苅8

回学術大会 (1999年7月､長崎)｡JANES

ニュースレター 9:26-27.

11)白井啓 ･荒木伸一 ･前川慎吾 ･鳥居春己 ･大

沢秀行 ･川本芳 ･室山泰之 ･後藤俊二 ･和秀雄

(1999)紀伊半島におけるニホンザルとタイワ

ンザルの混血事例の確認｡第15回日本霊長類

学会大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長如研究 15

(3):410.

12)庄武孝義 ･川本芳 (1999)ゲラダヒヒのミト

コンドリアDNA変異｡第15回日本霊長fJi学会

大会 (1999年6月､宮崎)｡霊長甑研究 15(3):

29.

系統発生分野

茂原信生 ･相見 満 ･高井正成 ･本雄一失

く研究概要>

A)束アジアの化石霊長類の進化に関する研究

茂原信生 ･高井正成 ･団松 盟1)･

Kay,RichardF.2)

中国 ･タイ ･ミャンマーなどの始新世 ･中新

世の地層から産出する真放類の化石を収鵜､検討

し､真猿類の起源とそのアジアにおける進化に関

しての研究をおこなっている｡1999年度はミャ

ンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる中期

始新世末の地層で発掘調査をおこない､アンフイ

ビテクスAmphJ'DL'thecusの上顎骨と頭骨の一部

の化石を発見した｡これらは.最古の共猿類化石

につながる氏重な発見であり､其猿類 (高等霊長

類)の束アジア起源の可能性を示唆している｡今
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